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朝鮮の経済改革と中朝経済関係（レジュメ）
1． はじめに　

今年（2007）は、朝鮮を巡る東北アジアの情勢に劇的な変化の年

（1） 新年社説で、人民生活向上を優先、農業・軽工業第一主義を経済基本路線にする。

（2） ２月、６者協議妥結。６月より実行に移す。

（3） 第２回南北首脳会談が７年ぶりに再開

（4） 集中豪雨による被害が深刻、国際社会に公表し支援呼びかけ。

（5） 経済改革への本格的な取り組み？

2． 経済改革・開放への２０年間余りの歩み

（1） ８０年代の合弁・合作法律の制定と外資企業の誘致

（2） ９０年代の羅津・先鋒自由経済特区計画と実態

（3） ２０００年６月の南北首脳会談と開城工業団地・金剛山観光特区

（4） ２００２年の新義州経済特区計画と実態

（5） 「７．１措置」：物価・給与引き上げの改革

（6） 改革・開放の内外環境：中国との比較

3． 冷戦後の中朝経済関係の転換

（1） 改革・開放への支援と助言（1980年代）

（2） 「経済特区」の学習およびその効果

（3） 友好貿易からハードカレンシー決済：１９９２年～

（4） 食料とエネルギー支援の増大

（5） 「新義州特区」の挫折と両国関係

4． 中朝間の政治・経済関係

（1） 伝統的な関係・核開発を巡る関係

（2） 中国の「東北振興」と中朝経済交流の拡大

（3） 貿易関係・直接投資

（4） 国際援助

（5） 人的交流・人材養成

（6） 今後の展望
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